
140住居学

10 １日 8会場　午後1:00～2:00

E－19　集t ヰ煮方大に淘する研児（為3 軋）

ﾆヽ重大農　軋邦男 Ojh古漢す大久攻、松ムエカ

〔日本家政学会

　目的　辛考ら改奥す療煮方叛t使薬ト　それに肉す乃席纒七行なっIきた. 現在鹿

もり尽覚に力卜､の配唾々^虻の配緩かヽ暖置-i れてヽ､ヽろこヽ･kく、鯵農り八めり･マイアｔ

あいヽじめ設置八島ヽき、諦除叛りアタッチメントiそ・借’埼ヽこi I込サ晨水また

llヂハV ノa.ート・すに据ん吋丿られた吸jl 7-ローワによリ棒麦丿行なう方城-c･ある．

i ・ヤ滅ぺごは全卜呼除叛生曳ヵヽろ室へ吽今恚べ労■ij ヤヽi,jいﾅ、厚郵､十・蕪毎りなそサ

は所哨ト　ま友棒萎り千筒ヤ瓢洩々れゐ. 太歓で■Iま一Xaつず□ ーワｉ了･V －ト晋r 芙

同利用する場ふ刻印考・件古悍列かズ｀きなVヽようにすい- は可戸ヤ■限吏でヽあるかに、

う閃題i巣他す心八めりつ≒アフA t啓べし　ンミ-3-レー丿悩ソによるコンビ=･－ワ

・計滓結果七軋盾ナゐ.

　方去　一艦載庭ヽ-- おける抒除戈・利明状>)Li7ンケートによ、て鯛査I 応．こ此に

基づヘソ煙除一片あ匹レ)予や吽向しそり煮芋碍篆ﾎヽよv-"掃除・列k吽向陶諦戈求め、

ちろヵぐう作べI 几ドミュ．レーシ勺ソりフa アフム､､こ漱記ブ)デ■－タt詑ケ込ま世、そ

七八霞ヤう乱軋-^恙七き七件ち行列生対算した．こ・時一調‘ヽブローつり乖け薦'^

教､か人戸か5 ダノまでべ軋明につヽべ最適な戸艦i 鯛ヤ尨. さ5 I- ぞ・蒙"0刑^メり

丹均件古時向郭よVブ□ ーワ・平均喧き時向占寸年ｌ r.．

　結泉　漱む・方式＼~~いてアローワi 丈IS)利司すろ場ふ、利岡考ヤ待有さ軋ろい・

う趣I- ^曹っこｋなく、赳覚・蒔(fe卜煙除＼瘤める二*- 加可能てづ)ゐ最雁ひ戸艦-^ 丈

χろこt か'で！ろ.

　　　E－20　問欠騒合の睡眠に１ぼ4影響について

　　　　　　　奮良を大叡改　　o山本園　里瀬度ﾐﾁ　花岡利昌

　旦的　今回△騒音環流は八さ･|なれ/公ヽ唱題とな|つ:Tおうﾆ耕にま路友通騒音|μ日常生

活にさi ざまな影響り/恵している。本蒼究室-^ヽはこれまIヽ･. 遼馳ぬな気通騒~%の健

眠t二吃ぼ４影響についz受験的v蚕% I行、てさ仁

　しかレ現文の騒ヽ長めなかには蘭欠騒吾び

び3経験上巾ヽらり明うかごある。今回は間欠m音＆鳶りに/バ　主とし乙脳波・体動

面や如i眠に・ぼg-影響についz検討し、また走統騒者の場合!:比赦してみた。

　かゑ1　2もの権験考に対レあらヵヽ：じめテープ穀音した間欠騒吾を∧入郷飢穆々の

久きさに西現し衣

現朱色カリグラフに誘導し自知記録した。

　録果連珠騒長の場か' ii。ヨンf- ロ-/レと心|蔽し乙睡眠淳良・伴動|･ねつきなご

に及ぼ"o!'影響の人乱ヽことがわかヽつかび、本文験の柘果からか同様。傾向が認められ

る。乱

目蚕眠深泉は戎くなう　体物の起こる場合むやい。この影響は最初の深眠期に条両でヽあ

デ　打こ逆説釦こは殆んとj認められれヽが　明けかこおいては騒音とIs] 時にt醒に至

る例が似見うけられる。まにコッ０コづﾚにみられT;被験秀錯肩の座眠同期や/汐

一ンに右喪心が認められる。


